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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容液をステムの上下動により吐出可能なポンプを有する容器本体と、該容器本体に着
脱可能に設けられ、装着時には前記ステムを押し下げる操作部として用いられると共に、
該押し下げによって吐出される内容液を滲み込ませる塗布具を有する操作体とを備える液
吐出塗布容器において、
　前記ポンプは、前記ステムと一体に上下動すると共に、内容液の吐出孔を有する天壁部
と、該天壁部から起立し、外周面にポンプ側係止突起を有する周壁部とを有する押し下げ
部材と、前記周壁部の外周面に、前記ポンプ側係止突起の下方で上下摺動可能に装着され
たリング体とを備え、
　前記操作体は、頂壁から垂下する筒壁を有する有蓋筒状のカバー部材と、該カバー部材
の内側に前記筒壁に沿って摺動可能に取り付けられると共に、前記頂壁から離れる方向に
付勢力を付与された、前記塗布具を有する塗布部材とを備え、
　前記カバー部材の筒壁の内周面には、前記塗布部材を前記ポンプの押し下げ部材に当接
させて、前記付勢力に逆らって前記カバー部材を押し下げると、前記押し下げ部材の周壁
部のポンプ側係止突起に上方から乗越えて抜け止め係止され、さらなる押し下げにより、
前記リング体の外周面に上方から乗り上げて嵌合し、押し下げの解除により、前記付勢力
によって前記リング体と共に上方に移動して、前記ポンプ側係止突起から上方へ抜け出し
可能となる操作体側係止突起が設けられていることを特徴とする液吐出塗布容器。
【請求項２】
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　前記塗布部材に該塗布部材が前記カバー部材の頂壁から離れる方向に付与される前記付
勢力は、前記ポンプのステムを上方に復帰させるために付与されている付勢力よりも小さ
い、請求項１に記載の液吐出塗布容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内容液をステムの上下動により吐出可能なポンプを有する容器本体と、該容
器本体に着脱可能に設けられ、装着時には前記ステムを押し下げる操作部として用いられ
ると共に、該押し下げによって吐出される内容液を滲み込ませる塗布具を有する操作体と
を備える液吐出塗布容器に関し、特に、内容液の吐出前は操作体の容器本体からの脱落を
防止すると共に、内容液の吐出後は操作体を容易に取り外せるようにし、もって、使い勝
手を向上させようとするものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、容器本体内に収容された消毒液や化粧液などの内容液をポンプによって液受け皿
上に吐出し、吐出した内容液をコットン、ガーゼ、パフなどの塗布具に滲み込ませて顔や
腕など身体の所要箇所に塗布できるようにした液吐出容器が知られている（例えば特許文
献１参照）。このような液吐出容器では、塗布具で液受け皿上の吐出孔を覆うようにして
液受け皿を押し下げることにより、ポンプを作動させて内容液を吐出させると共に、塗布
具に内容液を滲み込ませることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２５５２１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されるような従来の液吐出容器では、使用の際に、別
途塗布具を用意する必要があり、不便である。そこで、塗布具を有する操作体を容器本体
に着脱可能に設け、装着時には該操作体をポンプを作動させるための操作部として用いる
と共に、吐出される内容液を塗布具に滲み込ませ、その後、操作体を容器本体から取り外
して塗布を行えるようにすることが考えられる。また、そのような、容器本体と塗布具を
有する操作体とを備える液吐出塗布容器においては、良好な使い勝手を確保する上で、内
容液の吐出前は操作体の容器本体からの脱落を防止できる一方で、内容液の吐出後は操作
体を容易に取り外せることが望まれる。
【０００５】
　本発明は、前記の現状に鑑み開発されたもので、内容液の吐出前は操作体の容器本体か
らの脱落を防止できる一方で、内容液の吐出後は操作体を容易に取り外すことができ、も
って、使い勝手を向上させることができる液吐出塗布容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　すなわち、本発明の要旨構成は以下のとおりである。
１．内容液をステムの上下動により吐出可能なポンプを有する容器本体と、該容器本体に
着脱可能に設けられ、装着時には前記ステムを押し下げる操作部として用いられると共に
、該押し下げによって吐出される内容液を滲み込ませる塗布具を有する操作体とを備える
液吐出塗布容器において、
　前記ポンプは、前記ステムと一体に上下動すると共に、内容液の吐出孔を有する天壁部
と、該天壁部から起立し、外周面にポンプ側係止突起を有する周壁部とを有する押し下げ
部材と、前記周壁部の外周面に、前記ポンプ側係止突起の下方で上下摺動可能に装着され
たリング体とを備え、
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　前記操作体は、頂壁から垂下する筒壁を有する有蓋筒状のカバー部材と、該カバー部材
の内側に前記筒壁に沿って摺動可能に取り付けられると共に、前記頂壁から離れる方向に
付勢力を付与された、前記塗布具を有する塗布部材とを備え、
　前記カバー部材の筒壁の内周面には、前記塗布部材を前記ポンプの押し下げ部材に当接
させて、前記付勢力に逆らって前記カバー部材を押し下げると、前記押し下げ部材の周壁
部のポンプ側係止突起に上方から乗越えて抜け止め係止され、さらなる押し下げにより、
前記リング体の外周面に上方から乗り上げて嵌合し、押し下げの解除により、前記付勢力
によって前記リング体と共に上方に移動して、前記ポンプ側係止突起から上方へ抜け出し
可能となる操作体側係止突起が設けられていることを特徴とする液吐出塗布容器。
【０００７】
２．前記塗布部材に該塗布部材が前記カバー部材の頂壁から離れる方向に付与される前記
付勢力は、前記ポンプのステムを上方に復帰させるために付与されている付勢力よりも小
さい、前記１の液吐出塗布容器。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、操作体の塗布部材をポンプの押し下げ部材に当接させて、塗布部材に
カバー部材の頂壁から離れる方向に付与される付勢力に逆らって、カバー部材をポンプに
向って押し下げると、カバー部材の筒壁の内周面に設けられた操作体側係止突起が、押し
下げ部材の周壁部のポンプ側係止突起に上方から乗越えて抜け止め係止される。したがっ
て、内容液の吐出前は操作体の容器本体からの脱落を防止することができる。また、さら
なる押し下げにより、操作体側係止突起がリング体の外周面に上方から乗り上げて嵌合す
ると共に、ポンプのステムが押し下げられて内容液が吐出され、押し下げの解除により、
操作体側係止突起は、前記付勢力によってリング体と共に上方に移動して、ポンプ側係止
突起から上方へ抜け出し可能となる。したがって、内容液の吐出後は操作体を容易に取り
外すことができる。
【０００９】
　したがって、本発明によれば、内容液の吐出前は操作体の容器本体からの脱落を防止で
きる一方で、内容液の吐出後は操作体を容易に取り外すことができ、もって、使い勝手を
向上させることができる液吐出塗布容器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る液吐出塗布容器を内容液吐出前の状態で示す半断面側
面図である。
【図２】図１の液吐出塗布容器を内容液吐出時の状態で示す一部縦断面図である。
【図３】図１の液吐出塗布容器を内容液吐出後の状態で示す一部縦断面図である。
【図４】図１の液吐出塗布容器を内容液塗布時の状態で示す一部縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図１～図４を参照して、本発明の一実施形態に係る液吐出塗布容器について詳細
に例示説明する。
　なお、本明細書において「上下」とは、操作体を容器本体に装着し、容器本体を起立さ
せた状態を基準とし、例えば、図１において、液吐出塗布容器の軸線に沿って、操作体の
頂壁側を「上」、容器本体の底部側を「下」とする。
【００１２】
　図１に示すように、本実施形態の液吐出塗布容器１は、ポンプ２０を有し、消毒液や化
粧液などの内容液（図示省略）を収容する容器本体３０と、容器本体３０に着脱可能に設
けられると共に、有蓋筒状のカバー部材４０、操作体側コイルばね５０及び塗布部材６０
を有する操作体７０とからなる。
【００１３】
　容器本体３０は、円筒状の胴部３１と外気導入孔３２を有する底部３３とからなる容器
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部材３４を有する。容器部材３４の内側には、中皿３５が胴部３１に沿って摺動可能に配
置されている。胴部３１の上端部には、仕切り部材３６の環状壁３７が嵌め込まれ、液吐
出塗布容器１の軸線Ｏの周りに回転不能に取り付けられている。環状壁３７の下部には、
中央に円形の開口部３８ａが形成された略円板状の上面壁３８が連設されている。上面壁
３８の上面には、開口部３８ａを取り囲む環状凸部３８ｂが形成されている。
【００１４】
　仕切り部材３６には、ポンプ２０が取り付けられている。ポンプ２０は、ベース部材２
１、吸い込み弁２２、ステム２３、ピストン部材２４、装着部材２５、ポンプ側コイルば
ね２６、押し下げ部材２７、抜け止め部材２８及びリング体２９を有する。
【００１５】
　ベース部材２１は、仕切り部材３６の環状壁３７の内周面に形成された雌ねじ部３７ａ
に螺合する雄ねじ２１ａが形成されると共に、軸線Ｏの周りに周設された外壁部２１ｂを
有する。外壁部２１ｂの下端には、フランジ部２１ｃを介してシリンダ部２１ｄが連設さ
れている。フランジ部２１ｃの上面には、立て壁部２１ｅが軸線Ｏの周りに周設されてい
る。フランジ部２１ｃの下面には、仕切り部材３６の環状凸部３８ｂとの間を液密且つ気
密に封止するパッキン２１ｆが固着されている。
【００１６】
　シリンダ部２１ｄは、軸線Ｏを中心とする有底筒状を成しており、その底部が仕切り部
材３６の開口部３８ａ内に位置すると共に、吸い込み孔２１ｇを有している。シリンダ部
２１ｄの底部には、吸い込み孔２１ｇを囲んで、吸い込み筒２１ｈが垂設されている。ま
た、シリンダ部２１ｄの底部には、吸い込み弁２２が取り付けられている。
【００１７】
　シリンダ部２１ｄの内部には、有底筒状のステム２３が配置されている。ステム２３の
下部外周には、環状の突起部２３ａが軸線Ｏの周りに周設されている。環状の突起部２３
ａの外周縁部には、内容液の通路となる縦溝２３ｂが軸線Ｏの周りに間隔を空けて複数本
形成されている。ステム２３の筒部２３ｃには、貫通孔２３ｄが軸線Ｏの周りに間隔を空
けて複数個形成されている。
【００１８】
　ステム２３の筒部２３ｃ外周面とシリンダ部２１ｄの内周面との間には、ピストン部材
２４が配置されている。ピストン部材２４は、ステム２３の筒部２３ｃ外周面との間に隙
間を空けて配置される筒状の内筒２４ａと、内筒２４ａの上下方向中間部から外周側に延
設したフランジ２４ｂの外周縁に連設した、上方及び下方に向けて拡径するスカート状の
ピストン２４ｃとからなる。ピストン２４ｃは、シリンダ部２１ｄの内周面に摺動可能に
圧接している。
【００１９】
　ステム２３の上端外周面には、押し下げ部材２７の固定筒部２７ａの内周面が嵌合によ
り固定されている。固定筒部２７ａの下端には、ピストン部材２４のフランジ２４ｂに当
接してピストン部材２４を押下げるための環状突起２７ｂが垂設されている。
【００２０】
　また、シリンダ部２１ｄの上部には、装着部材２５が装着されることで、ピストン部材
２４及びステム２３がシリンダ部２１ｄ内に抜け止め保持されている。すなわち、装着部
材２５は、シリンダ部２１ｄの内周面に沿って配置される内側壁部２５ａと、内側壁部２
５ａに連設され、シリンダ部２１ｄの外周面に沿って配置される中間壁部２５ｂと、中間
壁部２５ｂに連設され、上端が立て壁部２１ｅの上端内周側に突設された環状突起に係止
される外側壁部２５ｃとからなる。
【００２１】
　押し下げ部材２７は、固定筒部２７ａの上端に連設され、ステム２３と一体に上下動す
ると共に内容液の吐出孔２７ｃを有する天壁部２７ｄを備える。天壁部２７ｄの外周縁部
には、天壁部２７ｄから起立する周壁部２７ｅが設けられている。周壁部２７ｅの外周面
上端には、外周側に突出するポンプ側係止突起２７ｆが形成されている。なお、周壁部２
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７ｅには、後掲図４に示すように、軸線Ｏの周りに間隔を空けて等間隔に配置した複数の
切り欠き２７ｇを設けることが好ましい。
【００２２】
　周壁部２７ｅの下端部には、外向きフランジ２７ｈを介して外周壁部２７ｉが垂設され
ている。外周壁部２７ｉの下端縁には、外周側に突出する鍔部２７ｊが形成されている。
鍔部２７ｊの上方には、抜け止め部材２８が取り付けられて、押し下げ部材２７がベース
部材２１に抜け止め保持されている。抜け止め部材２８は、筒状を成しており、また、ベ
ース部材２１の外壁部２１ｂの内周面に嵌合により取り付けられている。
【００２３】
　押し下げ部材２７の天壁部２７ｄの下面と、ベース部材２１のフランジ部２１ｃの上面
との間には、ポンプ側コイルばね２６が配置されている。ポンプ側コイルばね２６は、押
し下げ部材２７を、ベース部材２１から離れるように付勢している。すなわち、ポンプ側
コイルばね２６は、ポンプ２０のステム２３を上方に復帰させる付勢力を付与している。
【００２４】
　周壁部２７ｅの外周面には、筒状を成すリング体２９が、ポンプ側係止突起２７ｆの下
方で上下摺動可能に装着されている。リング体２９の上端には、外周側に突出する凸部２
９ａが周設されている。
【００２５】
　操作体７０のカバー部材４０は、頂壁４１から垂下する筒壁４２を有する。筒壁４２の
内周面下部には、押し下げ部材２７の周壁部２７ｅのポンプ側係止突起２７ｆに係止され
る操作体側係止突起４３が周設されている。筒壁４２の上下方向中間部には、外周側に延
びる外向きフランジを介してガイド壁４４が垂設されている。ガイド壁４４の外周面は、
ベース部材２１の外壁部２１ｂの内周面上部に対し、上下方向に摺動可能に配置されてい
る。
【００２６】
　カバー部材４０の頂壁４１の底面には、中央に空間を空けて、軸線Ｏを中心に放射状に
延びる複数本のガイドリブ４５が垂設されている。各ガイドリブ４５には、操作体側コイ
ルばね５０の上端部を収容する凹部が形成されている。
【００２７】
　カバー部材４０の内側には、塗布部材６０が、筒壁４２に沿って摺動可能に取り付けら
れている。具体的には、塗布部材６０は、塗布具６１と塗布具保持部材６２とからなり、
塗布具保持部材６２の天板６２ａが、天板６２ａの外周縁を筒壁４２の内周面に対して摺
動可能に配置されている。天板６２ａの上面と、カバー部材４０のガイドリブ４５との間
には、操作体側コイルばね５０が配置され、この操作体側コイルばね５０によって、天板
６２ａには頂壁４１から離れる方向に付勢力が付与されている。後掲図４に示すように、
使用時、すなわち、操作体７０を容器本体３０から取り外した状態では、天板６２ａの外
周縁が操作体側係止突起４３に係止されることで、天板６２ａの抜け出しを防止している
。
【００２８】
　天板６２ａの上面には、操作体側コイルばね５０の位置決め用のリブ６２ｂが形成され
ている。また、天板６２ａの上面中央部には、カバー部材４０の頂壁４１の中央部に形成
されたガイドリブ４５間の空間内に挿入されるガイド軸６２ｃが起立している。天板６２
ａの底面には、保持筒６２ｄが垂設されている。保持筒６２ｄの内周側には、略円柱形状
を成す、例えばパフなどの塗布具６１が固着されている。
【００２９】
　なお、本実施形態では、操作体側コイルばね５０の付勢力は、ポンプ側コイルばね２６
の付勢力よりも小さく設定されている。
【００３０】
　かかる構成によれば、図４に示すような、操作体７０を容器本体３０から取り外した状
態から、塗布部材６０をポンプ２０の押し下げ部材２７に当接させて、操作体側コイルば
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ね５０の付勢力に逆らってカバー部材４０を押し下げると、カバー部材４０の筒壁４２の
内周面に設けられた操作体側係止突起４３が、押し下げ部材２７の周壁部２７ｅのポンプ
側係止突起２７ｆに上方から乗越えて抜け止め係止され、図１に示すように、操作体７０
を容器本体３０に装着することができる。そして、このように、操作体側係止突起４３を
ポンプ側係止突起２７ｆによって抜け止め係止することで、内容液の吐出前は操作体７０
の容器本体３０からの脱落を確実に防止することができる。
【００３１】
　次に、操作体７０のカバー部材４０を、ステム２３を押し下げる操作部として用い、図
２に示すように、カバー部材４０をさらに押し下げると、操作体側コイルばね５０の付勢
力がポンプ側コイルばね２６の付勢力よりも小さく設定されていることから、まず、操作
体側係止突起４３を、リング体２９の凸部２９ａを上方から乗越えさせて、リング体２９
の外周面と嵌合させることができる。
【００３２】
　そして、カバー部材４０をさらに押し下げると、塗布部材６０によって、押し下げ部材
２７がポンプ側コイルばね２６の付勢力に逆らって押し下げられ、シリンダ部２１ｄ内の
内容液を、ステム２３の縦溝２３ｂ、ピストン部材２４の内筒２４ａとステム２３の筒部
２３ｃとの隙間、及びステム２３の貫通孔２３ｄを通じて、吐出孔２７ｃから吐出させ、
塗布具６１に滲み込ませることができる。
【００３３】
　この状態で、押し下げを解除すると、図３に示すように、操作体側コイルばね５０の付
勢力によって、操作体側係止突起４３がリング体２９と共に上方に移動して、操作体側係
止突起４３を、ポンプ側係止突起２７ｆから上方へ抜け出し可能な状態とすることができ
る。すなわち、操作体側係止突起４３がリング体２９の凸部２９ａを上方へ乗越えるだけ
の僅かな力で、操作体７０を容器本体３０から容易に取り外すことができる。
【００３４】
　なお、押し下げ解除時には、ポンプ側コイルばね２６の付勢力によってステム２３が上
方へ復帰するが、その際、ステム２３の突起部２３ａの上面がピストン部材２４の内筒２
４ａの下端外周面と液密に当接しつつ、ステム２３が上方へ復帰するため、シリンダ部２
１ｄ内が負圧化して吸い込み弁２２が開き、内容液が、吸い込み筒２１ｈからシリンダ部
２１ｄ内へと吸い上げられ、中皿３５（前掲図１参照）が上方へ摺動することで容器部材
３４内の負圧化が防止される。
【００３５】
　本実施形態では設けられていないが、図１に示すような不使用時において、意図しない
ポンプ２０の押し下げを阻止する構成を設けることが好ましい。例えば、容器本体３０に
装着された操作体７０を覆った状態で容器本体３０に取り付けられるオーバーキャップを
設けたり、操作体７０と容器本体３０との間に、操作体７０を容器本体３０に対して軸線
Ｏの周りに回転させることで操作体７０を押し下げ不能にするロック機構を設けたりする
ことができる。
【００３６】
　上述したところは、本発明の一実施形態を示したにすぎず、特許請求の範囲において、
種々の変更を加えることができる。例えば、ポンプ２０は、図示した形式のものに限られ
ず、特許文献１に示されるようなものや、その他の形式のものを採用することも可能であ
る。
【符号の説明】
【００３７】
　１　液吐出塗布容器
　２０　ポンプ
　２１　ベース部材
　２１ａ　雄ねじ
　２１ｂ　外壁部



(7) JP 6121314 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

　２１ｃ　フランジ部
　２１ｄ　シリンダ部
　２１ｅ　立て壁部
　２１ｆ　パッキン
　２１ｇ　吸い込み孔
　２１ｈ　吸い込み筒
　２２　吸い込み弁
　２３　ステム
　２３ａ　突起部
　２３ｂ　縦溝
　２３ｃ　筒部
　２３ｄ　貫通孔
　２４　ピストン部材
　２４ａ　内筒
　２４ｂ　フランジ
　２４ｃ　ピストン
　２５　装着部材
　２５ａ　内側壁部
　２５ｂ　中間壁部
　２５ｃ　外側壁部
　２６　ポンプ側コイルばね
　２７　押し下げ部材
　２７ａ　固定筒部
　２７ｂ　環状突起
　２７ｃ　吐出孔
　２７ｄ　天壁部
　２７ｅ　周壁部
　２７ｆ　ポンプ側係止突起
　２７ｇ　切り欠き
　２７ｈ　外向きフランジ
　２７ｉ　外周壁部
　２７ｊ　鍔部
　２８　抜け止め部材
　２９　リング体
　２９ａ　凸部
　３０　容器本体
　３１　胴部
　３２　外気導入孔
　３３　底部
　３４　容器部材
　３５　中皿
　３６　仕切り部材
　３７　環状壁
　３７ａ　雌ねじ部
　３８　上面壁
　３８ａ　開口部
　３８ｂ　環状凸部
　４０　カバー部材
　４１　頂壁
　４２　筒壁
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　４３　操作体側係止突起
　４４　ガイド壁
　４５　ガイドリブ
　５０　操作体側コイルばね
　６０　塗布部材
　６１　塗布具
　６２　塗布具保持部材
　６２ａ　天板
　６２ｂ　リブ
　６２ｃ　ガイド軸
　６２ｄ　保持筒
　７０　操作体
　Ｏ　軸線

【図１】 【図２】
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